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　先生が逝かれてから，同僚の某先生のお腹はますます出っ張ってきてしまった。
一先生のように歯に衣を着せず，いいにくいことも抜け抜けと，それでいて少
しも針を含ませないで喋ったり，忠告したり，批評したりしてくれる人がいなく
なったからだ。もし先生が今もおられたら，くだんの先生も，もう少し酒を控え，
美食を控え，（仕事も控え，）運動も多くされていたであろうに…。もう少しスリ
ムでおられたかもしれないのに…。
　先生の言葉や人物評には，本質を突いて竣烈なところもあったが，その背後に
はいつも，愛1青と信頼という裏打ちがあった。たとえば，ある年の入試の採点の
折のこと。先生は偶々前述の同僚某氏と組んで採点をしておられたが，その部分
の進行が遅れ気味で，当時英語科の主任だったTさんに，やんわりと椰楡された
ことがあった。先生は，少しも騒がず逆らわず，応ずるのであった。「こっちは身
体障害を抱えているから（遅れてしまう）。脳コーソクの人をネ…」と。病気でも
何でもない（ただ少し不器用なだけの）御当人を含めて，そこには暖かな笑いが
渦巻いたものだ。（もっとも，その“病人”の先生の奥様のことだけはべたぼめで，
料理は上手いし，香川京子のような美人だと言っておられたが。）
　先生の毒舌は止まるところを知らず，英語担当の（やや体力に磐りのある）さ
る人物のことを評して，〈足軽と同じ。鉄砲持たせりゃ重いと言うし，弁当持たせ
りゃ食いたいと言う。そして女を見りゃ抱きたいと言う〉と語ったかと思えば，
別の（先生よりも10才も若い）同僚の姿を認めて，〈やあ，トッツアンが来た〉な
どとやらかす。また先生よりも年長の事務室のベテランに向かって，〈やあ，久し
ぶりだね海坊主〉だとか，別のおえら方に対しては〈トッチャン坊や〉だのと声
をかけて，平然としておられた。私なども，〈貧乏人の子沢山〉（先生より一人多
いだけなのに）とか，〈拙速だけが取り柄の輩〉などと評していただいたものだ。
そういえば，先生より一年前に逝去した同僚のことをくドナルド○○〉と呼んだ
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ことがあるが，これも見事なネーミングの一つとして，「政経学部逸話・名言集」
（？）に永く残るものだろう。（その他，〈ヨイヨイの△△〉とか，〈ゴキブリ男〉
などという称号を授かった方々もいらっしゃる…）
　先生を知らない人が聞けば，ずい分ひどいことを…とも思われるこれらの表現
も，先生の口から出てくると，表向きの言葉とは裏腹の（北風に対する）太陽の
如き暖かさが伝わってきたものだ。このような方が居て下さったからこそ，英語
科（や和泉の同僚）のまとまりがよく，その会議も入試問題作製等の仕事すらも，
なごやかに楽しくやってこれたのだ。
　上質の背広をふくよかに着こなし，皮靴をキュキュッと鳴らしながら，和泉校
舎の研究棟を歩かれる先生の姿は，もうない。しかし今だに，あの薄明りの2階
の廊下を歩くたびに，今なお空部屋になっているあの研究室から，あの人なつっ
こい笑顔を浮かべた先生が，〈やあ，ゲンキ？〉と言いながら，出て来られるよう
な思いがする。
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